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・
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・
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岡
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・
・
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資

本

主国

積

論

( 

一一) 

柴

田

敬

二
、
蓄
積
寧
の
型
化
の
問
題

第
一
節
に
於
て
は
、
我
々
は
、
資
本
菩
積
率
の
差
異
の
問
題
を
取
扱
っ
た
の
で
あ
る
が
、
悲
で
は
、

一
定
率
の

資
本
蓄
積
か
ら
そ
れ
と
異
つ
に
率
の
資
本
蓄
積
へ
の
推
移
の
過
程
の
問
題
、
即
ち
、
資
本
蓄
積
率
の
麓
化
の
問
題

を
取
扱
ふ
で
め
ら
う
。

.A' 

λ
市
川
に
於
げ
る
鈍
識
に
際
し
地
ベ
、
一
ぃ
，
o
所
の
理
由
仁
よ
り
.
我
か
は
誌
で
も
、
先
づ
、

r
g
f
j
t
-
也
記
一
}
J
b
L量
百
H
U》
b

副
作
費
一
一
寸

E
G
手
業

生
産
手
段
の
そ
れ
も
、
各
々
輩
に
一
種
類
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
我
々
の
問
題
を
分
析
し
ゃ
う
。

心
我
々
は
認
で
も
、
先
つ
、
各
生
産
部
門
の
責
本
の
債
値
構
成
の
相
等
し
い
場
合
に
つ
い
て
、
我
々
の
問
題

を
明
か
に
す
る
事
に
す
る
。
卸
ち
今
、
生
産
係
数
、
賓
質
労
賃
(
此
の
雨
者
を
併
せ
て
、
以
下
、
車
に
、
生
産
事

情
と
呼
ぶ
)
並
び
に
夫
期
の
資
本
撰
張
率
が
、
〉
白
項
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
場
合
、
従
っ
て
、
今
期
生
産
物
の
債

値
構
成
炉
、

同『

を
さ

?4『
T
】
エ
司
(
)
ご

T
7
E
S
A
r
f
H
E
A
Z一

)

担ー

同
日
(
)
(
)
p
l
ナ
ミ
?
、
u
f
ナ
一
可
申
ヨ
凶
引
凶
凶
印
字

で
あ
る
場
合
、
火
々
期
の
生
産
瞭
張
峯
(
・
次
々
期
の
資
本
綿
額
の
'
次
期
の
そ
れ
に
封
ず
る
比
)
が
、
〉
白
の
場
合
の
知

〈
翌
日
で
な
〈
、
日
一
ω
で
あ
る
と
す
る

3

元
来
、
〉
山
項
の
場
合
に
想
定
さ
れ
た
様
な
生
産
事
情
の
下
に
於
て
口
一
日

資

木

蓄

積

E命

第
三
十
七
巻

四

第

f兎

l'、
九



資

本

蓄

積

論

第
三
十
七
巻

四

第

3虎

九。

の
憤
張
再
生
産
が
行
は
れ
得
る
震
に
は
、
Z
-
H
(
2
1
勺
U
z
-
-
・3
J
2
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
従
っ
て
、
姦
に
想

定
さ
れ
て
ゐ
る
如
〈
失
々
期
か
ら
口
百
倍
の
横
張
再
生
産
が
珠
恕
さ
れ
て
ゐ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
次
期
は
此
の
割

合
で
生
産
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
で
、
次
期
の
生
産
の
鴻
め
の
生
産
手
段
は
、
嚢
に
一
不
さ
れ
た
榛
に
、
霊
(
』
で
あ

る
o

従
っ
て
、
当
ω
+刷

出
回

HE--c

で
あ
る
。
従
っ
て
、
I
-
H
2
8

J
f
H
ほ
き

?
Jの
る
。
然
る
に
、
各
生
産
物
の
一
軍
位

の
慣
値
投
ぴ
に
慣
佐
構
成
は
院
に

tp
頃
参
照
)
知
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
め
る

3

従
っ
て
、

次
期
の
生
産
物
約
個
値
梢

lilt 
( :t 

同

+件()ArJ+]HDcf+
口
D
P
J
H
E
E
-
-

... 
gcc♂ヤ史){}JThc。
E
山

U

陸()苧

で
あ
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
、
次
期
の
生
産
旗
張
は
そ
れ
の
行
は
れ
る
営
該
生
産
部
門
の
今
期
の
借
剰
債
伍

を
以
て
行
は
れ
る
も
の
と
想
定
す
れ
ば
、
第
一
部
門
に
於
て
は
、

き
-
b
n
M
'
z
g
F
だ
け
、
第
二
部
門
に
於
て
は
、

S
E♂
+
回
Z
J
だ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
徐
剰
債
値
が
生
産
旗
振
に
あ
て
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
期
の
生
産

物
の
債
値
所
分
並
び
に
葉
れ
に
船
出
す
る
購
買
力
の
出
所
を
劃
照
す
れ
ば
、

ー
h--cn-+品
(}Chvf+HCCCFJ+H(}(}IVJ+uccr-H血

(}{)cf+AFC-レ。】+]虫
)
z
r
?
]
(
}
{
)

レ♂

】
伊

(}AVP+Hc-hv♂十日
J

『
向

rJ+凶

UhvJ+回印()]，HHHD-EJ+-c-P、
-1Tロ
{
)
2
J

十日U4dJ+日UhvJ十回目
()f

、.、.、.、.、.

と
な
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
場
合
に
は
、
資
本
蓄
積
率
の
襲
化
は
、
何
等
生
産
過
剰
の
必
然
性
を
件
は
な
い
。

回.. 

貨
幣
の
作
用
を
無
鵡
す
る
限
h
ノ
、
如
何
な
る
率
の
生
産
顕
張
が
行
は
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
自
ら
其
の

生
産
物
に
劃
す
る
市
場
を
作
名
、
と
免
す
主
張
を
、

我
々
は
、
〉
μ

項
の
問
題
を
取
扱
ふ
に
際
し
て
、
顧
み
た
の



で
あ
る
が
、
此
の
設
は
、
買
は
、
資
本
菩
積
率
の
差
異
の
問
題
と
擾
化
の
問
題
と
の
相
異
を
明
確
に
意
識
す
る
事

な
し
に
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
の
?
あ
る
か
ら
、
資
本
蓄
積
率
の
盤
化
の
問
題
に
閲
す
る
設
と
し
て
も
、
従
っ
て
悲
で

も
、
再
び
顧
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
〉
日
項
に
譲
る
。

貨
幣
の
作
用
を
無
調
す
る
限
り
、
如
何
な
る
率
の
生
産
憤
張
も
自
ら
其
の
生
産
物
に
劃
す
る
市
場
を
作
る
、
と

の
主
張
に
劃
し
て
は
、
資
本
蓄
積
率
の
差
異
の
親
知
か
ら
の
み
な
ら
示
、
資
本
蓄
積
率
の
撞
化
の
観
拙
か
ら
も
色

々
と
批
判
さ
れ
て
ゐ
る
つ
前
者
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
、
〉
同
項
に
於
て
業
の
吟
味
を
試
み
に
の
で
あ
る
か
ら
、
悲

で
は
専
ら
後
者
を
、
印
ち
、
資
本
書
積
率
の
捷
化
の
腕
拙
か
ら
の
批
判
念
、
顧
み
る
で
あ
ら
う
。

マ
山
川
ナ
ス
は
「
(
異
常
な
培
の
資
本
・
蓄
積

l
lぞ
れ
は
彼
に
よ
れ

J
1
生
産
的
持
働
者
の
麗
入
れ
と
同
一
胡
3
れ

て
ゐ
る
!
ー
が
行
ば
れ
る
場
合
に
雇
入
れ
ら
れ
る
所
の
)
叫
労
働
者
は
、
(
其
の
菩
積
が
行
は
れ
な
い
も
の
と
す
れ
ば
)

不
生
産
的
崎
労
働
者
で
あ
り
(
其
の
不
生
産
的
勢
働
の
報
酬
を
以
っ
て
す
る
)
消
費
者
で
あ
る
所
の
人
々
で
あ
一
る
。
従

っ
て
、
破
労
働
者
の
閲
す
る
隈

h
.
(異
常
な
率
の
蓄
積
が
行
は
れ
で
も
)
消
費
又
は
需
要
の
減
少
は
無
い
。
然
し
な

が
ら
、
・
・
;
費
本
家
は
如
何
か
と
言
ふ
に
、
-
彼
等
は
、
:
(
異
常
な
る
宰
の
資
本
蓄
積
の
行
は
れ
る
場
合
に

は
)
普
通
の
亨
饗
賛
諜
色
差
控
へ
て
其
の
牧
入
の
一
部
分
を
貯
蓄
し
彼
等
の
費
本
に
加
へ
る
の
で
あ
る
u

し
て
見

れ
ば
、
増
加
せ
る
生
産
的
勢
働
者
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
増
加
せ
る
生
産
物
か
、
購
買
者
を
見
出
す
で
あ
ら
う
な

ど
と
如
何
し
て
想
像
出
来
る
か
〕
と
言
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
く
マ

Y

サ
ス
が

y
カ
U
F

ド
設
を
批
判
す
る
に

際
し
て
掲
げ
た
三
つ
の
論
結
の
中
の
最
後
の
も
の
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
此
の

?
Y
サ
λ

設
は
、
「
(
費
本

資

第
三
十
七
巻

四

第

競

:JL 

木

蓄

積

3命
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資

第
三
十
七
巻

第

披

7L 

本

蓄

積

5命

四
四

蓄
積
は
)
用
心
ぷ
か
〈
節
度
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
艦
積
す
る
こ
と
が
出
来
る
け
れ

E
も
、
之
ぞ
急
激
に

な
す
と
き
は
、
破
壊
せ
し
な
る
で
あ
ら
う
」
と
錯
し
た
、
シ
ス
モ
ン
デ
イ
読
と
好
一
劃
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
マ

Y
サ
只
は
資
本
蓄
積
が
結
果
す
べ
き
此
の
消
費
過
少
を
、
一
方
で
は
.
蓄
積
の
誘
因
と
な
る
宮
の
集
中
を
緩
和
す

る
「
土
地
財
産
の
分
割
」
や
、
資
本
家
の
所
得
の
一
消
費
の
奨
励
で
あ
る
所
の
(
マ
ル
サ
λ

は
其
の
事
を
意
識
し
た
か
っ
た
け
れ

と
も
)
「
不
生
産
的
消
費
者
し
の
維
持
ゃ
に
よ
っ
て
資
本
蓄
積
自
睦
を
少
か
ら
し
め
る
事
に
よ
っ
て
、
他
方
で
は
、

「
外
国
貿
易
な
ら
び
ド
寸
ベ
戸
L

の
市
場
の
慌
脹
」
じ
」
っ
て
非
資
本
主
義
制
械
や
動
員
寸
品
事
に
よ
っ
て
、
解
決
A
U

(
今
、
生
産
手
段
の
看
過
の
問
題
を
聞
は
な
い
と
し

ん
と
し
に
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
此
の

7

Y
ナ
ス
の
設
は

て
も
)
、
異
常
な
る
率
の
資
本
蓄
積
の
清
め
起
る
所
の
資
本
家
の
不
生
産
的
消
費
(
不
生
産
的
勢
働
者
使
用
と
言
ふ

方
法
に
よ
る
)
の
減
少
は
、
生
産
的
に
雇
は
れ
る
勢
働
者
の
消
費
の
丁
度
そ
れ
だ
け
の
増
加
に
よ
っ
て
捕
は
れ
る

潟
め
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
枇
舎
的
消
費
の
減
少
は
生
じ
な
い
、
と
言
ふ
事
を
看
過
し
、
且
つ
、
蹟
張
再
生
産
の

結
果
生
中
べ
き
増
加
生
産
物
に
劃
す
る
購
買
力
は
、
業
の
菰
張
再
生
産
の
免
め
の
蓄
積
の
資
源
で
も
め
る
所
の
前

期
の
所
得
の
み
か
ら
生
や
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
事
を
、
看
過
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

然
し
之
等
は
古
典
的
な
も
の
で
あ
る
。
重
要
な
も
の
は
、
ロ

1
ザ
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
嚢
に
掲
げ
七
所
の

資
本
蓄
積
雪
襲
警
る
場
合
護
再
生
産
の
表
式
に
よ
る
時
に
は
、
第
一
部
門
の
生
産
は
器
叩
お
ヰ

H
山
吉
け
襲
き
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
第
二
部
門
の
生
産
三
野
義

γ叶
だ
け
し
か
護
さ
れ
て

ゐ
な
い
。
ロ

1
ザ
の
批
判
は
此
の
貼
に
開
す
る
。
日
く
、
(
孤
立
せ
る
責
本
家
赴
舎
に
つ
い
て
論
宇
る
限
り
)
資
本

s. de Sismondi; Nouveaux Principles 11. ed. 1827. Tome JL， p. 120 
Ma!thu5， ibid. p. 372 ff 

" ""  3
82骨

" " 398百
彼は、夏に人は元来怠惰を愛するものである、正常ふ事を論按としても批判
してゐるが、 (p・358)それは資本家の本性を無視Tるものであり、又、営面白

)
)
)
)
)
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家
は
決
し
て
こ
の
割
営
を
任
意
に
行
ひ
得
る
地
位
に
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
第
一
部
門
と
第
二
部
門
と
の
間
の

追
加
生
産
手
段
と
(
勢
働
者
の
)
消
費
費
料
と
の
割
営
は
、
表
式
の
営
部
門
の
物
的
関
係
と
債
値
関
係
と
に
よ
っ
て

初
め
か
ら
規
定
さ
れ
、

e

・
:
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
:
;
;
(
而
し
て
)
そ
の
都
度
輿
へ
ら
れ
た
生
産
技
術
は
強
め
障
に
憤

張
再
生
産
の
究
に
来
る
べ
き
時
期
の
技
術
を
色
規
定
し
て
ゐ
か
じ
従
っ
て
、
本
年
度
の
第
一
生
産
部
門
封
第
二
生

産
部
門
の
比
一
か
(
童
青
土
喜
三
)
日

(
-
g
F
+ヨ
乙
で
あ
る
以
上
、
・
来
年
度
の
そ
れ
も
そ
れ
を
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
一
方
か
他
方
よ
り
も
よ
り
多
〈
蹴
張
さ
れ
る
と
言
ふ
撲
な
事
は
「
表
式
の
雨
部
門
の

物
的
閥
係
と
債
値
開
係
と
に
よ
っ
て
」
初
め
か
ら
不
可
能
で
あ
る
、
と
。
?
|
ず
の
比
の
所
論
は
、
買
は
、
生
産

l

'

!

4

一

-l

ノ

j

力
の
捷
化
の
結
果
生
や
る
所
の
「
各
生
産
部
門
の
瞭
張
宰
の
不
均
一
」
に
関
し
て
遁
べ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
川
、
一
各
生
産
部
門
の
断
張

4
G
不
灼
一
」
の
否
定
で
あ
~
ろ
限
h
y
仁
於
イ
¥
蕊
で
も
問
題
と
な
り
符
る
。
高
回

数
授
色
「
生
産
方
法
が
若
し
同
一
の
色
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
:
:
(
消
費
手
段
生
産
部
門
と
生
産
手
段
生
産
部

門
と
が
異
っ
た
率
の
醸
張
を
な
し
つ
つ
)
生
産
の
均
衡
が
維
持
さ
れ
る
と
言
ふ
こ
と
は
あ
り
得
べ
か
ら

e

さ
る
こ
と

で
あ
る
0

・
:
:
生
産
の
方
法
が
一
定
さ
れ
て
ゐ
る
以
上
は
・
雨
部
門
の
費
本
の
割
合
が
一
定
さ
れ
る
と
、
も
は

や
、
第
一
部
門
の
菩
積
(
伝
勝
手
な
大
い
さ
に
き
め
、
そ
れ
を
基
準
と
し
て
、
第
二
部
門
の
)
追
加
資
本
部
分
の
算

出
を
な
す
(
と
言
ふ
様
な
)
こ
・
と
は
出
来
ぬ
。
第
一
部
門
の
蓄
積
率
も
ま
た
一
の
未
知
敷
と
し
て
取
扱
は
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
き
う
す
る
左
、
蓄
積
の
順
調
に
準
れ
し
う
べ
き
場
合
は
(
〉
戸
項
に
一
不
さ
れ
た
如
き
)
組
合
せ
の
外
に
は
な

い
。
:
:
菩
績
が
若
し
此
割
合
併
-
外
れ
て
行
は
れ
る
と
き
に
は
、
必
然
的
に
行
き
づ
ま
り
を
生
十
円
Q

」
と
言
っ
て
居

ら
れ
る
。
然
し
な
が
ら
、
本
項
に
想
定
す
る
如
き
場
合
に
つ
い
て
之
れ
を
考
へ
る
限
り
、
生
産
手
段
は
何
れ
の
生

資

木

蓄

積

3布

第
三
十
七
巻

四
五

第

務

九

問題を抹殺するものである。
R_osa Luxernbu_rg: Die Akkumulation d己sJ.ζapitals (Gesammelte、Ner1日， 6)S. 
263-4金問、高山南氏課 434-5頁

9) 高田保馬教慣蓄積理輸の一考案J(渡部論叢第三十四巻第二競)31- 2頁、同
様の思想は、「雨部門闘の比例関係の柑異は、昼産力の麹化を重量!慢する。生産
力の獲化がないのに何故に繭部門の問む比例が異るか」と論じた織戸兵白所

8) 



資

本

第
三
十
七
血
管

二
四
六

蓄

積

第

披

九
四

宅舎A
面開

産
部
門
に
於
て
も
共
通
に
且
つ
同
じ
割
合
に
於
て
使
用
せ
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
h
ノ
、
且
つ
、
消
費
手
段
に
封

す
る
資
本
家
の
需
要
比
率
と
勢
働
者
の
そ
れ
と
は
同
一
で
あ
る

(
又
は
、
各
生
産
部
門
じ
所
要
な
勢
働
力
の
比
率

が
同
一
で
あ
る
l
l
i
此
の
二
つ
の
理
一
向
は
葉
の
何
れ
の
一
つ
び
も
充
分
で
あ
る
)
か
ら
、
雨
部
門
が
異
っ
た
率
の

蹟
張
を
す
る
と
し
て
も
、
「
雨
部
門
の
物
的
闘
係
と
債
値
闘
係
と
に
よ
っ
て
」
妨
げ
ら
れ
る
事
は
な
い
の
で
あ
る
。

嚢
に
掲
げ
た
所
の
、
資
本
蓄
積
事
の
撞
化
せ
る
場
合
の
櫨
張
再
生
産
の
表
式
に
よ
る
時
に
は
、
第
一
部
門
の
資
本

h
A
v
(
}
h
v

、一司町戸、戸、
μ'

佐
山
州
川
ド
U

町
ー
だ
け
な
、
穿
二
郎
門
の
資
本
家
は
式
の
除
刺
償
値
の
阿
川
副
司
同
門

民
主
E
・
〕
公
司
耳
ま
わ

担
7
i
j
f
u
晶
w
唱
亦
府

u
p
f
o

H
f
一
ー
に
け
を
、
蓄
積
し
て
ゐ
る
。
此
の
貼
が
又
批
判
の
封
象
と
な
っ
て
ゐ
る
。

n
H
ー
フ
、

白
M
U
+
&一

ジ
ュ

-
7
Y
Y
4
Y
ヒ
は
日

く
、
「
若
し
も
第
二
部
門
が
第
一
部
門
と
同
一
率
だ
け
其
の
斡
剰
債
値
ぞ
消
費
す
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
・
消

費
手
段
に
責
れ
蔑
り
が
生
十
る
」
と
。
我
々
は
此
の
黙
を
も
っ

k
詳
し
く
調
べ
て
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
、

各

生
産
部
門
の
生
産
蹟
張
が
営
該
生
産
部
門
の
飴
剰
債
値
ぞ
以
っ
て
行
は
れ
る
場
合
、

-

a

、
蓄
積
額
の
俸
剰
債
低
額

に
封
す
る
比
率
一
か
各
部
門
に
於
い
て
相
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
而
し
て
そ
れ
以
上
の
保

件
が
附
せ
ら
れ
な
い
も
の
'
と
す
る
な
ら
ば
、
必
然
的
に
〉
門
戸
項
の
場
合
の
蹟
張
再
生
産
に
逆
戻
り
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
従
っ
て
、
業
慮
に
は
、
シ
ュ
ア
Y
ン
ヰ

Y

ヒ
の
言
ム
如
き
「
消
費
手
段
の
責
れ
残
り
」
は
生
じ
な
い
の
で
あ
一

る
が
、
ぞ
れ
と
共
に
、
第
一
生
産
部
門
の
責
本
蓄
積
は
本
項
の
そ
れ
(
そ
れ
は
、
嚢
の
表
式
の
示
す
如
く
よ
き

FP7

5
c
F
L
S
で
あ
っ
た
)
と
は
異
っ
て
、
山
岳
山

E
♂
+
き
-
z
f
H
怠
主
に
過
ぎ
な
い
。
所
が
シ
ュ
ラ
Y
ン
ペ

Y

ヒ
は
、
右

に
数
へ
た
る
二
つ
の
僚
件
の
外
に
更
に
、
第
一
生
産
部
門
の
資
本
蓄
積
が
依
然
と
し
て

E
F
t
-
Z
J
Lき
で
あ

論(経済研究、昭和三年じ月紘一社曾的資本再生産行径の分椋の一昔(1-10円頁)

にも見られる。
Frit; ~ternberg; Der Imperialismus， 1926， S.94町10) 



ら
ね
ば
な
ら
向
、
と
言
ふ
保
件
を
加
へ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
、

回同

さ
き
の
ー
さ
号
炉
♂
十
5
0
c
y工
5
9
p
f
?
?
白
書
J
H
き
さ
の
】
十
S
E
J
+
5
き
れ
日
l
T
H
印
字
h
v
J
l
g

】由q-2+H印(}kvow十円刊{MJ+日叶pvJ十】∞叫・EJHH】{vcdJT】()(}hV4Jf十
町

(37
国十日叶白♂+臼吋印hvq時十】∞叶・宮内問十虫}

恒珂

と
な
り
、
第
二
生
産
部
門
に
於
て
消
費
手
段
の
貰
残
り
を
生
中
る
と
共
に
、
そ
れ
と
同
額
だ
け
第
一
生
産
部
門
に

於
て
生
産
手
段
の
供
給
不
足
を
生
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
シ
ュ
ア
Y

ン
ペ

Y

ヒ
に
於
て
は
ベ
費
本

主
義
的
議
圃
家
と
非
資
本
主
義
的
領
域
左
の
聞
の
取
引
は
、
非
費
本
主
義
闘
が
第
二
部
門
の
生
産
物
を
受
取
っ
て

生
産
手
段
で
一
文
梯
ひ
、
斯
く
し
て
、
帝
国
主
義
的
司
闘
に
携
強
再
生
産
の
可
能
性
を
輿
へ
る
限
り
に
於
て
の

み
、
問
題
の
解
決
営
費
ら
し
得
る
の
で
あ
る
」
世
帯
ー
と
な
る
の
で
あ
る
c

此
の
設
に
針
し
で
は
.
戒
は
、
此
の
読
の

前
提
す
る
嚢
の
第
二
の
偲
定
、
部
ち
、
各
生
産
部
門
の
菩
積
額
の
営
該
部
門
の
俸
剰
債
値
額
に
封
す
石
比
率
を
等

し
い
も
の
と
す
る
般
定
、
が
諜
っ
て
ゐ
る
、
と
し
て
批
判
さ
れ
て
ゐ
か
け
れ
ど
も
、
嚢
の
第
二
の
偲
定
は
、

感

詐
容
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
第
一
生
産
部
門
の
方
が
第
二
生
産
部
門
よ
り
も
、
業
の
像
剰
債

値
中
の
ヨ
η
ノ
多
〈
の
部
分
を
蓄
積
す
べ
き
必
然
性
は
何
慮
に
色
無
い
の
で
あ
る
か
ら
。
従
っ
て
、
此
の
鈷
に
闘
し

しこ
-
7
y
y
ぺ

Y

ヒ
の
所
説
は
一
臆
承
認
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
、
轟
の
第
一
の
但
定
は
品
川

て
は
、

ほ
吟
叫
明
治
-
要
す
る
。
何
と
な
れ
ば
、
今
若
し
此
の
偲
定
を
置
か
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
換
言
す
れ
ば
第
一
生
産
部

門
の
生
産
贋
張
が
一
部
分
は
第
二
生
産
部
門
の
俸
剰
債
値
を
以
っ
て
行
は
れ
る
事
を
許
す
な
ら
ば
、

同・4

品(C()CM+口
cuqhvJ+]Z{)ヨコ+由
(
Y
司

hvJF宇
田
串
山
田
「
同

HAH-ccJ+UGUt-vf+出品麻酔♂+】印{)()OW+-(}(巴♂

資

第
三
十
七
血
管

四
七

本

蓄

積

論

第

銑

::lL 
五

同様の設は、資本の有機的構成田高級1tの場合に関して、ローザD 献になせ
し所である。 (R058.. a. a. O. S. 260-1・評430

ー
1参照)

Sternberg: a. a. O. S. 138.宵ほ96-7(高級住に1.1--て〕、彼は後に、非資本主
義諸国が資本主義圃から購入する手段門:封して支梯ふべ奇生産手段を持たぬ
時干、資本主語刷上り耳資本主義国iセ生産手段目輸出される時白事を主I!;-z、
それでも資本主義園自主主本蓄積は行はれ得る F言ヲてゐるが、それは、彼の

)
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国圃

第
三
十
七
巻

】

g

F
土
E
J
+
ω
Z
F
+
5
J
+
N
E
4
1
2
F
+日

2
2
J
L
喜
ミ
g
-
F
J
+
E
F
1
S
F
+
E
P
-
-
=山
出

+
凶
(
}
串
印

f

資

積

九
~ ノ、

本

蓄

E命

第

宮古

四
/九

と
な
る
の
で
あ
り
、

蓄
積
額
の
傍
剰
債
値
額
に
劃
す
る
比
率
が
各
部
門
に
於
て
相
等
し
く

第
一
部
門
に

(
削
ち
、

玲
亡
ま
臼
白
U
E凶
山
川
ゆ

u
h
J
H
Z
E印

j
i
g
-
-
E
h
 

白

1

]

c

p

v

p

十

日

~rvFl十
日
岱
串

hvp+己
】

hv戸

吉
村
二
信
司
こ
号
、

chil--rー
ー

ぃ

ー

-

L

L

H

Z

g

h
F
f
-
1
E
F
t
-
z
-
i
u吋
即

日
M

で
あ
る
)

で
あ
り
、

L
〉
、

『正
J

第
一
部
門
の
慌
張
が

、
目
、
。
品
加
の
ト
M
d
n
A
いの
J

ト
ヘ
泊
中
一

=krー
中

M
V
F
J

'ー

!
i
l
i
-
-
-
l
i
.
、

〆

J
I
M
-
-
t
l
J
E

何
等
m
w
F
賞
、
恐
h
J
又
は
供
品
和
不

で
あ
っ

τも、

4
 

1
 

盟
国
旗
卒
の
鑓
化
が
行
d
れ
得
る
の
?
の
る
か
ら
c

，足
音ナ

生

省

事
rJ: 
N 

‘';1，. 

i:t 

陥
の
一
知
守
否
定
し
マ
』
次
の

如
く
言
っ
て
ゐ
る
。
日
〈
、
「
彼
等
(
第
二
部
門
の
責
本
家
)
は
何
を
以
て
そ
れ
h
w
Z
W
M
を
『
買
ふ
』
か
?
、
そ
の
購

買
が
よ
っ
て
以
っ
て
支
梯
は
る
べ
き
『
剰
飴
債
値
の
一
部
分
』
は
何
慮
に
あ
る
か
?
・
:
そ
の
痕
跡
口
に
存
在
し
て

、
第
二
部
門
の
会
商
品
量
は
、
雨
部
門
の
資
本
家
階
級
の
消
費
、
並
び
に
可
盤
資
本
の
更
新
及
び
増
大

の
た
め
に
:
:
:
ご
肢
を
蔑
し
て
全
部
消
費
さ
れ
壷
し
て
ゐ
る
。

ゐ
な
い

そ
し
て
今
此
の
Z
昨
は
、
・
:
:
車
に
生
産

手
段
に
於
け
る
か
の
目
。
・
J
M
に
劃
す
る
『
支
挽
を
な
す
た
め
に
』
使
用
せ
ら
れ
る
だ
け
で
な
〈
て
、
『
買
は
れ
た
』

こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る

の
生
産
手
段
の
た
め
に
必
要
な
増
加
勢
働
者
に
劃
す
る
可
麗
資
本
と
し
て
使
用
せ

ら
る
る
の
で
あ
る
:
」
と
。
然
し
此
の
議
論
は
、
第
一
部
門
の
責
本
家
階
級
の
消
費
並
び
に
可
麗
資
本
の
更
新

u
E
-
J
M
が
第
二
部
門
の
資
本
家
に
よ
っ
て
買
は
れ
て
ゐ
る
事
を
意
味
す
る
事
、
帥
ち
、

及
び
増
大
其
の
事
が
慨
に

g
c
c
f
+
き
-
Z
J
+
E
F
L印
S
F
+
E
V
J
+
g
・
品
位
で
あ
る
事
、
従
っ
て
、
=
位
は
呂
田
品
陪
に
劃
す
る
支
携
を
な

す
矯
め
に
使
用
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
事
、
を
忘
却
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
第
一
生
産
部
門

根本理論と相容れない。又、 ローザは「生産手段，[)不足は、極めて容易に救
溌されるであらう… …我々はた r、第一部門 C!):資本家が其の剰鈴債値をも
ヲと多〈資本化すると仮定すればよい」と言ワてゐるが‘斯〈すれば宮すま
す、生産手段白不足を来ナであらう。 (Rosa.o. a. O. S. 262 揮 432頁〉
G. Ec}.;stein; Rosa Luxemburg "Die Akkunnlati.::m des Kapita1s" Eine Besp 
rechung (l..uxemburg Ge.samne1te vVerke， 6に牧鋭せ bれたるものによる)S. 



の
生
産
旗
張
が
第
二
生
産
部
門
の
俸
剰
債
値
を
以
っ
て
行
は
れ
得
る
事
を
否
定
す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
め
ち
、

従
っ
て
、

・0A
 

ジ
プ
ア

Y
ン
ペ

U
Y

ヒ
の
主
張
は
支
持
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

〉
目
、
項
に
於
て
は
我
々
は
、
各
生
産
部
門
の
費
本
の
債
値
構
成
の
相
等
し
い
場
合
に
つ
い
て
、
我
々
の
問

題
を
明
か
に
し
ゃ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
悲
で
は
、
各
生
産
部
門
の
費
本
の
債
値
構
成
の
相
異
っ
て
ゐ
る
場
合

に
つ
い
て
そ
れ
を
行
ふ
事
に
す
る
。
削
ち
今
、
生
産
事
情
並
び
に
尖
期
の
資
本
構
張
率
が
〉
寸
項
の
場
合
と
同
一

で
あ
〆
る
場
合
、
従
っ
て
、
今
期
の
生
産
物
の
債
格
構
成
が

0・目・司

h

D

P

P

D

泊
三

l
a
-
-

‘
1

4

D

D

A

刷
、
:
;
れ
で

O
α
C〈

L
i
ト
h

b

A
仙
一

-
a
!
i

I

l

l

l

」

戸

恒

一

回

=" 

}
印
一

)
U
J
I
-
-
q
z
u
J
+
さい

E
Jリ
日
岳
山
由

で
め
る
場
合
、

火
々
期
の
生
産
慣
張
準
炉
、

〉
ア
-
民
り
日

d
tう
日
，
、
。
一
リ

h
h
r
F
l
h

了
て
/
じ

ι初
a
d
I
f
ν
4
M
m
f
〈

1
1
l

同じ
J

め
る
と
寸
る
c

Ll 
10 

tt 
]"1" 

〈

元
来
、
〉
σ
項
の
場
合
に
想
定
さ
れ
た
様
な
生
産
事
情
の
下
に
於
て
日
而
惜
の
慣
張
再
生
産
が
行
は
れ
得
る
震

め
に
は
、
♂
リ
(
山
♂
+
刷
担
』
〉
引
・

吋

4
3
1
岡

市

叫

-

レ

れ

守

'v-

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
、
五
に
想
定
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
次
々
期
か

ら
口
一
日
倍
の
慣
張
再
生
産
が
諜
想
さ
れ
て
ゐ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
夫
期
は
此
の
割
合
で
生
産
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

所
で
次
期
の
生
産
の
縛
め
の
生
産
手
段
は
、
嚢
に
示
さ
れ
た
様
に
き
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
時
+
向
司
MUg--
で
あ

3
u
u
Nき
で
あ
る
。
然
る
に
、
各
生
産
物
の
一
回
単
位
の
生
産
債
格
並
び
に
生
産
債
格
構
成

は
阪
に
(
〉
σ
項
盛
昭
一
)
知
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
従
っ
て
、
・
次
期
の
生
産
物
の
債
格
構
成
は
、

る
。
従
っ
て
、

rug--

ー
品
、
世
)
{
)
の
』
十
世
一

HAH-?イ

+]{NNロ
-AFE司
HA}晶

(
}
(
}

同E

E
C
(
}
F
+
三
)
∞
∞
'
J
+日
目
(
戸
市

T
F
N
M
∞
ωロ
凶

で
あ
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
第
一
生
産
部
門
に
於
て
は
、
不
時
現
資
本
は
さ
だ
け
、
可
襲
資
本
は
お
白
だ
け
、

資

蓄

九
七

木

積

第

披

E品

第
三
十
七
巻

四
九

490.一一一OttoBenerlikt: Die Al~kumulat:ion des liL<lpitals bc:i wacksende_f_ Ol:~ani 
scner Zusamnensetzllog(Unter dem Banne:~ des_ M;a~xi.s~~.~ J.a~~，宮. III. H.6) S. 
878-g一一山田盛大良rSL再生産過程表試;分析序aIi'(攻造祉経務事会集第十一
巻)481-8頁
こ主に於ける、第二部門の儀剰債値の第一部門への移轄は、 Sternbergの第

二部門白責戎品其のものを生産手段主 Lで流用する事主は本質的に異る。斯
14) 



資

積

第
一
-
一
十
七
巻

第

批

:IL 
/¥. 

本

E命

五:
O 

蓄

第
二
生
産
部
門
に
於
て
は
、
不
盤
資
本
は
]
き
だ
け
、
可
麗
資
本
は

品
品
臼

だ
け
、
従
っ
て
、
世
舎
的
組
資
本
は

だ
け
、
菰
張
せ
ら
れ
る
筈
で
J

の
る
。
従
っ
て
、
今
期
の
生
産
物
の
債
格
所
分
並
び
に
そ
れ
に

封
す
る
購
買
力
の
出
所
の
封
照
表
式
は
、
今
、
次
期
の
生
産
描
躍
は
そ
れ
の
行
は
れ
る
営
諒
生
産
部
門
の
今
期
の

業
の
合
計
額
喜
・

2

利
潤
を
以
で
行
は
れ
る
も
の
と
想
定
す
れ
ば
、

『

ι『
-
5
q
F
J
'「
品
。

-
h
v
J
1「
明
日
混

4
!「
叩
団
口

h
r
凶
「
白
山
凶

~
M
K
M
4
J
U
山
Z
C
Z何
回
し
川
色
合

h
v
f
+
}
U
J
r
f百
回
一
史
、
{
}
レ
ハ
同

園町

同
日
{
}
号

n
e
+
H
A
)
(
}
h
v
p
+
品
目
品
?
よ
十
品
点
目

U
h
v
F
+
ね
仙
沼
日

f
I∞
∞
{
山
口
ナ
∞
∞

t
h
v
f
!
寸
日

u
h
h
v
b
J
十
品
品
川
「
山

I
J
F山
品
一
一

h
V
J
U
J
U
A
A
M
時一

J

k

-

ー

も

ず

白

'どな
3
u
Z
に
反
し
て
、
蓄
積
額
の
鈴
剰
債
値
額
に
封
す
る
比
率
が
各
生
産
部
門
に
於
い
て
相
等
し
い
も
の
で
あ

り
、
且
つ
、
第
一
部
門
の
不
盤
資
本
の
蹟
張
は
依
然
と
し
て
さ
G

で
あ
り
可
整
資
本
の
そ
れ
は
答
品
で
ゐ
っ
て
、

只
、
第
一
生
産
部
門
の
生
産
蹴
張
が
一
部
分
は
第
二
生
産
部
門
の
利
潤
を
以
っ
て
行
は
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
一
克

来
一
世
曾
的
組
責
本
の
蹟
張
額
は
量
に
示
し
た
る
如
〈

8
5
で
あ
り
、
枇
曾
的
利
潤
緯
額
は

5叶

U

で
あ
る
か
ら
、

第
一
部
門
は

E
F
x
説
中
L
一
ま
だ
け
、
第
二
部
門
は
さ

E
Z
J即日

L
之
さ
げ
蓄
積
す
る
筈
で
あ
る
。

従
っ
て
、
今
、
第
一
部
門
の
資
本
家
の
行
ふ
蓄
積
(
そ
れ
は
、
限
定
に
よ
り
、
専
ら
第
一
部
門
の
生
産
菰
張
に
め

て
ら
れ
る
)
は
、
ぞ
れ
自
身
第
一
部
門
の
資
本
の
構
成
に
臆
じ
て
分
割
き
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
第
一
部
門
の
費

本
家
に
よ
る
第
一
部
門
の
憤
張
は
さ

-
F
主
Z
F
で
あ
る
か
ら
、
議
期
せ
ら
れ
る
如
き
第
一
部
門
の
生
産
賢
張

の
震
め
に
は
、
更
に
き
・

3
v
+
口】昨
u
g
r
け
が
、
第
二
部
門
の
利
潤
を
以
っ
て
補
充
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
つ

て
、
第
二
部
門
は
葉
の
蓄
積
す
名
利
潤
額

E
U
の
中
、
第
一
部
門
に
投
下
さ
れ
る
右
の

ω
を
差
引
き
た
る
蔑
額

かる勘に解決を求めた Goldenl)ergに封し Sterllberg がL此の設は、第二部
の生産物中には第一部門に於でーー即ち生産手EFJとしてーー用ひbれないも
のむある時には、問題を解決し得ない司王を忘れてゐる 1 と者ひ (Sternbcr~， D~ r 
Impe;ialismus und -sein KiitjkeT~ 1929; S. 157) Alexa:nderが L移轄吉れ得る財
は;原料及び助成材料であり、所要なる機械なしには加工出来ぬも¢である。
而も、第二部門から第一部門へ白移鱒は、最後ι.'救i替手段な白だか与・・…・・・



工
品
目
だ
け
を
自
ら
の
部
門
の
揮
張
に
あ
て
る
筈
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
第
二
部
門
の
資
本
の
構
成
に
鹿
じ
て
、

E
F

主
Z
F
に
分
割
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
期
の
生
産
物
の
頁
上
金
所
分
並
び
に
今
期
の
生
産
物
に
劃
す

る
購
買
力
の
出
所
の
封
象
表
式
は
、

日

AF--30同
十

u
h
V
A
}
H
h
v
J
+
白
血
晶

f
tア
吋
つ
印

k
r
J
十
司
吋
白

ι
r
-
H品
3
3
Z
J
十
日
山
由
』

h
r
J
+
h
A
)
司
炉
内
一
!
?
]
印
(
}
脅
イ
ト
ア
】
号
(}hv
♂

]印
3
9
2十
】
号

(
)
h
v
p
+
h
q
q
h
v
?
+
(
}
2
-
T
E
ヤ
良
一
r
v
f
fア
ロ
一
』

P
J十
回
一
石

E
N
f
u事
?

圃

十

三

)
p
v
F
+
2
1
0
庄
内
同
十
司
司
品
目
4
3
十

A
F
F
u
h
v
f
+
2
・]
h
v
F

』司

ト
同
門
)
坦
F

回

-
J

と
な
る
笹
ゼ
あ
る
。
従
っ
て
、
此
の
場
合
に
も
、
生
産
情
張
が
何
躍
の
利
潤
で
行
は
れ
る
と
し
て
も
、
何
等
の
必

牒
的
故
暗
な
く
、
資
本
書
積
率
の
鑓
化
が
行
は
れ
得
る
。

或
る
生
産
部
門
の
生
産
警
慣
が
他
の
生
産
部
門
の
利
潤
を
以
て
行
は
れ
る
場
合
に
は
、
此
…
山
場
合
に
色
、

M
項

に
於
て
顧
み
た
る
如
き
諸
多
の
異
見
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
は
、
此
の
場
合
に
も
、
h
m

項
に
於
て
我
々
の

策
し
た
る
と
同
様
な
る
批
判
を
受
く
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
五
に
は
費
し
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
或
る
生
産
部

門
の
生
産
撰
張
が
他
の
生
産
部
門
の
利
潤
を
以
て
行
は
れ
る
と
言
ふ
事
に
閲
し
て
は
、
此
の
場
合
に
は
、
正
に
そ

れ
が
各
生
産
部
門
の
費
本
の
債
値
構
成
従
っ
て
債
格
構
成
を
異
に
す
る
場
合
で
あ
る
が
故
に
、
特
殊
の
異
見
が
提

出
さ
れ
て
ゐ
る
。
我
々
は
五
で
は
専
ら
そ
れ
等
の
異
見
ぞ
顧
み
ね
ば
な
ら
ぬ
。

異
見
は
ペ
ネ
デ
ィ
ク
ト
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
先
づ
、
第
二
生
産
部
門
の
費
本
の
債
値

構
成
の
方
が
第
一
生
産
部
門
の
そ
れ
よ
り
も
低
級
で
あ
る
事
、

従
っ
て
、

利
潤
李
卒
均
の
法
則
が
支
配
し
な
い
も

日
〈
、

の
と
す
れ
ば
第
二
生
産
部
門
の
方
が
第
一
生
産
部
門
よ
り
も
利
潤
率
が
高
い
事
に
注
目
し
て
、

「
第
二
部

資

本

Z曲

五

第

披

蓄

積

第
三
十
七
巻

:Jt. 
九

移聴される財に望せする補完Jt.tは殆んI: j~~いもの主見ねばならぬ寸主言ってゐ
Z， (Alex.nder. Karnpf um Marx. S. 93)のは至?告である。 Alex.a.nderは其白際
L第二部門白資本家は其白責洩りを知f司にもナ品事が出来ぬのであり、 而も
それを議見ナる D であるならば、彼等は何故最も危険な財の生産量制限し、
常に費る事の出来る財をヨリ:多〈生産しないか寸 と言フてゐる (AitlXilnder，
~. 63)がその意見を貫けばは、じめから表式を書き改める事によって、責変



資

蓄

木

積

ヨム
伺問

第
三
ナ
七
巻

互E

第

t寅

O 
O 

門
の
資
本
家
は
其
の
齢
剰
債
値
の
一
部
分
を
第
一
部
門
に
投
下
し
や
う
な
ど
と
、
如
何
し
て
思
ひ
待
ゃ
う
。

第
二
部
門
は
利
潤
率
が
高
い
。

E

だ
か
ら
第
二
部
門
の
資
本
家
が
其
の
傍
剰
債
値
の
一
部
分
ぞ
第
一
部
門
に
投

下
す
る
事
は
、
現
に
得
つ
つ
あ
る
利
潤
の
一
部
分
を
放
棄
す
る
様
な
も
の
で
J

の
る
」
と
。
此
の
設
は
、
資
本
主
義

的
自
由
競
争
の
下
に
於
て
利
潤
牽
平
均
の
法
則
の
支
配
す
る
事
を
、
看
過
せ
る
も
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
争
、
偲

h
ノ
に
何
等
か
の
埋
由
に
よ
っ
て
第
二
生
産
部
門
の
方
が
第
一
生
産
部
門
よ
り
も
利
潤
宰
が
高
い
と
し
て
も
斗
生
産

の
過
剰
の
見
込
ま
る
る
部
分
が
利
潤
率
多
い
と
は
如
何
に
し
て
言
ひ
得
る
か
。

が
あ
る
以
上
(
過
剰
と
な
る
べ
き
部
分
が
)
第
一
部
門
へ
行
〈
」
の
は
営
然
で
は
な
い
か
。
如
何
に
も
彼
は
ー
此
の
批

難
を
珠
想
し
て
、
「
斯
く
て
は
、
:
第
二
部
門
の
永
久
恐
慌
を
意
味
す
る
事
と
な
ら
う
」
と
言
っ
て
ゐ
る
が
斗
議

知
に
よ
り
て
資
本
の
有
利
な
る
部
門
に
う
つ
る
事
が
如
何
に
し
て
恐
慌
を
意
味
す
る
か
」
わ
か
ら
な
い
。

(
第
二
部
門
に
於
て
過
剰
の
見
込

本
項
に
於
て
は
私
は
、
第
一
部
門
の
資
本
家
の
行
ふ
菩
積
炉
、
そ
れ
自
身
第
一
部
門
の
資
本
の
構
成
に
躍
じ
て

分
割
さ
れ
る
こ
と
金
想
定
し
つ
つ
、
雨
生
産
部
門
聞
の
資
本
の
移
轄
の
可
能
性
を
説
明
し
た
の
で
め
る
が
、
同
様

の
主
張
を
な
し
た
所
の
バ
ヲ
ア
ア
は
、
悲
で
の
説
明
と
は
や
や
異
っ
て
、
各
生
産
部
門
の
資
本
家
に
よ
っ
て
潟

さ
れ
る
蓄
積
一
か
蛍
該
部
門
の
資
本
の
構
成
と
は
異
っ
た
割
合
に
分
割
さ
れ
る
事
、
剖
ち
例
へ
ば
、
第
一
部
門
の
資

本
家
の
行
ふ
蓄
積
は
主
主
主
吋

E
F
第
二
部
門
の
資
本
家
の
そ
れ
は

E
守
+
8
2
q
に
分
割
さ
れ
る
事
を
想
定
し

つ
つ
論
を
進
め
て
ゐ
る
。
従
っ
て
彼
に
於
て
は
、
第
二
部
門
の
利
潤
を
以
て
せ
ら
れ
る
所
の
第
一
部
門
の
生
産
慌

張
の
補
充
は
ち
山
口
七
伊
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
柿
充
を
受
付
古
る
場
合
の
第
一
部
門
の
不
麓
資
本
劃
可
盤

りを無からしめんとする【-;uggcnheimer (Der Ji J1Iperial i町田 imLichte dcl' 

Mn.rxl i，，;ch四 Theorie1928)<0誤謬に陥るであらう。
Rosa: Bie Aldmmulation d田 Kapitalsoder W(!.~i die Epi宮onenallS dcr l¥1arx 
schen Theorie gemuch t haben (GesammelteWerkl~ ， 61 己・ 427)宗遵太氏誇127
-8頁一一これは元来、突に漣ぺる Bauer説l亡射してう!告されたものであり、
資本の有機的構成の聖書化せる場合に閥ナるものであるが、それが、第二生産

15) 



資
本
の
割
合
と
補
充
一
部
分
従
っ
て
補
充
を
受
け
た
る
後
の
そ
れ
と
は
全
然
具
っ
た
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
引

d 
J、、

昂
J

ア

ィ
ク
ト
は
此
の
黙
を
批
判
し
て

「
第
一
部
門
の
有
機
的
構
成
は
第
二
部
門
の
資
本
の
移
入
が
無
い
時
に
は
お
2
2

き

-F
で
あ
ら
う
。

し
て
見
れ
ば
、
第
二
部
門
か
ら
第
一
部
門
へ
移
入
さ
れ
る
も
の
も
亦
同
一
の
有
機
的
構
成
に

基
い
て
生
産
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
明
か
で
あ
ふ

J
と
弓
一
一
口
つ
て
ゐ
る
が
、
・
次
年
度
の
第
一
部
門
の
資
本
は
、
第
二
部

門
か
ら
の
補
充
を
侠
っ
て
通
常
な
る
有
機
的
構
成
に
達
し
得
べ
き
も
の
で
あ
る
以
上
、

其
の
補
充
以
前
に
既
に
埴

営ト
U
F

る
有
機
的
構
成
を
持
っ
て
居
る
べ
き
必
然
性
は
無
い
。
偲
り
に
、
補
充
以
前
に
於
て
は
不
通
嘗
な
る
有
機
的

構
成
を
持
っ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば

l
l
j
ク
ア
ア
の
想
定
せ
し
如
〈
|
|
、
補
充
部
分
の
有
機
的
構
成
は
補
充
以
前

の
h
の
の
有
機
的
構
成
と
は
兵
っ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
め
h
、
そ
れ
が
具
っ
て
用
れ
ば
こ
ぞ
、
制
十
允
仁
よ

っ
て
、

第
一
部
門
の
次
年
の
資
本
の
有
機
的
構
成
は
通
営
な
る
・
も
の
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

(
尤
も
、
パ
ウ
ア
ア
の
所
論
に
も
、
重
大
な
る
誤
認
の
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
言
ふ
の
は
、
彼
は
、
第
一
年
目
生
産
物
白
債
値
構
成
が
目
回
目
岳
・
き

汗
M
+
g
-
-
c
c
f
+
史
)
g
G
】
三
回
g
c
g
J
f
T
U
-
-
-
c
q
J
+
g
-
3
5
で
あ
る
場
合
に
つ
い
で
、
夫
年
度
の
各
生
産
部
門
白
別
々
の
資
本
の
有
機

的
構
成
を
顧
慮
す
る
事
な
し
に
、
次
年
度
の
総
生
産
物
白
償
値
構
成
を
回
忌
争
中
号
。
+
]
5
3
?
+
E
5
き
(
}
日
と
想
定
し
、
第
二
年
度
に
於
け
る
増

加
資
本
国
同
号
き
岳
会
呂
き
三
十
∞
z
c
き
の
ゆ
)
十
]
{
罰
金
三
(
g
g
z
J
十
g
・
C
C
(
プ
イ

)
H
g
q
き
い
の
十
印
き
ロ
レ
4

白
魚
め
に
、
各
生
産
部
門
白
今
年
目

録
剰
債
値
に
謄
じ
て
い
づ
れ
に
於
て
も
、
】
-
s
q
T
十
回
g
q
V
〈
づ
っ
蓄
稜
せ
し
め
、
更
に
、
第
三
年
度
の
各
空
産
部
門
の
別
々
の
資
本
白
有
機
的

構
成
を
顧
慮
ナ
る
事
な
し
に
、
第
三
年
度
の
全
資
本
の
有
機
的
構
成
を
ほ
時
-
g
q
n
十
己
岳
凶
さ
と
想
定
し
、
従
つ
で
第
三
年
度
に
於
け
る
噴
加
資
本

を
食
品
凶
・
2
-
l
N
日
司
・
き
号
)
+
(
ニ
号
凶
g
H
g
-
2
3
)
リ
尽
き
-
w
+
印
山
口
C

い
ぐ
と
想
定
し
、
且
ヲ
品
開
剰
債
値
牽
を
不
同
盟
と
し
斯
か
る
想
定
か
ら
出
費

し
ワ
ム
、
次
回
知
き
算
法
に
よ
ワ
て
、
第
二
年
度
白
雨
生
産
部
門
の
各
々
の
資
本
の
有
機
的
構
成
を
算
出
し
て
ゐ
る
。
日
〈
「
第
二
年
目
に
於
て
は
、
可

鑓
資
本
は
ち
引
き
?
消
費
ヨ
れ
る
餓
剰
償
値
は
(
H
3
8
G
E
出
回
(
}
c
c
h
v
n
l
出
回
日
彦
〈
H
)
コ
吋
日
q
r
(
第
三
年
目
白
)
逗
加
可
出
現
資
本
に
あ
て
ら
れ
る

鈴
剰
債
値
は
白
M
g
守
之
等
の
令
計
は
お
∞
C
号
司
で
あ
る
。
従
ワ
て
、
第
二
年
自
に
於
て
は
、
消
費
手
段
生
産
部
門
の
生
産
物
の
債
値
は
岡
田
∞
-
s

資

本

蓄

積

言命

第
三
十
七
巻

五

第

競

O 

音Ji門の音量剰償値の一部分を以て第一部門の擁強再生産に宛てられる事に関
ナるものであるl浪り、木質自白には益でも常てはまる o 書士学は、理解を易から
Lめる矯めに、木稿のものに害者改め)!::() 
Werner Alexander: Kampf um J¥.1arx. Jり戸， S. 83-4も、大韓同様に、円ー
ザのパウアア批卵jを、批卯jしてゐる。然し、彼自身白パゥアア批抑jは支持さ
れ難いものである。日( L彼等(第二生産部門の資本家)[;tそれ(品c，)を・・・・

16) 



資

木

蓄

積

1命

第
三
十
七
巻

二
一
世
間

第

披

O 

で
な
け
れ
ば
な
ら
ね
o

何
と
な
れ
ば
、
消
費
手
段
に
封
ナ
る
需
要
額
は
そ
れ
丈
け
に
過
ぎ
な
い
か

b
a
所
が
、
消
費
手
段
生
産
部
門
に
於
て
は
、

第
一
年
自
に
(
第
二
年
目
白
矯
め
に

)
E
b
-
-
R
+
ω
-
S
Z〈
だ
け
蓄
積
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
第
二
年
目
に
於
け
る
消
費
手
段
生
産
部
門
の
生
産

物
の
債
値
が
・

5
F
g
G
で
あ
る
矯
め
に
は
、
右
の
蓄
積
額
中
白
白
山
口
止
♂
+
]
E
U
一g
h
v
J
だ
け
し
か
、
消
費
手
段
部
門
に
は
投
下
さ
れ
得
な
い
。
建
額

令
書
官

+
E叶
昨
)
は
生
産
手
段
一
主
産
部
門
に
移
轄
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
ワ
て
第
二
年
自
に
於
て
は
同

E'塁打
1
8
2
2・

国
∞
印
・
お
今
日

+
2
8
h
h
J
J
・
-
-
と
な
る
」
と
。
資
本
の
有
機
的
構
成
が
斯
か
る
仕
方
に
ょ
う
で
決
定
さ
れ
る
と
考
~
る
事
は
、
許
さ
れ
難
、
曹
談
謬
で

あ
る
。
街
、
此
の
動
K
つ
寺
法
目
ナ
べ
き
は
、
パ
ウ
ア
ア
よ

P
も
先
に
皆
表
さ
れ
士
パ
ン
ネ
コ
ッ
ク
の
論
文
に
品
川
て
は
、
同
じ
〈
第
二
生
産
部
門
か

ら
第
一
生
産
部
門
へ
の
資
本
の
移
鴇
が
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
に
も
不
抗
、
川
ウ
ア
ア
の
蜘
き
誤
謬
は
詞
さ
れ
て
な
い
、
と
吉
ふ
事
で
あ
る
。
)

】~'

B
項
の
粧
品
』
に
際
し
瀧
ぺ
に
所
の
理
由
に
よ
り
、

h
1
1
民

2
4
4
も
4

1
ノ
ロ
担
将
司

4
-
2
H
:
J
}一
}
才
一
広
三

行
聖
司
1
E
U
表
ト
指
ム
μ
一
一
和
:
(
J
C
J
r
，
dJ4dn

我
々
は
ん
ー
や

h

手
段
の
種
類
が
一
穏
で
あ
る
場
合
に
移
り
、
業
廃
で
我
々
の
問
題
を
分
析
す
る
。

a
 

B
 
此
の
場
合
に
も
、
各
生
産
部
門
の
費
本
の
債
値
構
成
の
相
等
し
い
場
合
と
相
異
れ
る
場
合
と
の
こ
つ
の
場

合
が
め
る
の
で
あ
り
、
殊
に
後
者
の
場
合
に
は
我
々
に
と
っ
て
重
要
な
る
問
題
が
現
れ
て
来
る
の
で
あ
る
が
、

れ
は

号
、
項
に
譲
り
、
五
で
は

項
に
至
つ
て
は
じ
め
て
現
れ
る
支
の
問
題
を
浮
き
上
ら
せ
る
準
備
の
潟
め

岡
山

σ、

に
、
前
者
の
場
合
印
ち
各
生
産
部
門
の
資
本
の
債
値
構
成
の
相
等
し
い
場
合
に
つ
い
て
、

我
々
の
問
題
ぞ
明
か
に

す
る
事
に
す
る
。
却
も
一
今
、
生
産
事
情
並
ぴ
に
次
期
の
資
本
の
蹟
張
率
一
か

F
項
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
場
合
、

従
っ
て
、
今
期
の
生
産
物
の
債
値
構
成
が

伊『

h-CArd-
十

-cc-f+】

D
-
C
5】
リ
ロ
-
-
-

圏
、
同
E
C
h
υ

同、、ー十印{}♂、、ー+日
()E
ヘ
、
H
u
-
-苧

園、

zc-ou、十日一
N
U
4
ヘ
i
f
U
5
5
N
、H
-
2
P
{
}

で
あ
る
場
合
、
衣
々
期
の
生
産
慌
張
率
が

出

σ
項
に
於
け
る
如
〈
山
一
日

戸
』
為

lo
，、、

v

f

J

J

、ー

日
一
日
で
あ
る
B

と
す
る
つ
】
山
σ
項

で
想
定
せ
ら
れ
た
る
如
、
き
生
産
事
情
及
び
資
本
家
の
需
要
比
率
の
下
に
於
て
日
一
山
倍
の
班
張
再
生
産
が
行
は
れ そ

(第一生産部門に)投下するのである。・・・・・・・ I そこで悶難な問題が生ずる。
と首ふのは、どI に附属すべき消費手段・.......(王山)は ~:u も如何にして、第一
生産部門に移lされ得るか。それ等を第一生産苦1>門に移ナ事は、全〈無意味で
ある。生産部門の匿別は、所有者名義鎌ではない。それは、英の生産物の物
的形態に従ワて匿j)1/される、経理事的範鴫である 1:> .........寸 (Alexander: . :1. a. 
u. S. 84・)と。此の批列は、第二部門の資本家が第一部門に投下したる後は、



る
矯
め
に
は
、

り

ru(JL山

Z
M
fヤ

ωmz日+孔日羽田)忠一十
zu、・日
zu、リヨ
4
吉

で
な

1
-
H
(

一
3
4
M
l
T
均一

zpfナ
刷
出
-
)
山
mv

・
.
-
宮
崎

H
剛
山
田

ZJ
リ
ふ
∞
-

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
、
悲
に
想
定
さ
れ
て
ゐ
る
知
〈
次
々
期
か
ら
日
一
ω
倍
の
憤
張
再
生
産
が
珠
想
さ
れ
て
ゐ

る
と
す
る
な
ら
ば
、

次
期
は
此
の
割
合
で
生
産
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

所
で
、

次
期
の
生
産
の
矯
め
の
生
産
手
段

は
、
重
に
一
不
さ
れ
た
様
に
き
さ
で
あ
る
。
従
っ
て
、

同五時
l

十
山

Z

2

T
期
日

f
H
G〔

)
{
}
(
)

で
あ
る
。
従
っ
て
、
I
h
g
s
z
s
H凶
】

-c

3
Lき
で
あ
る
。
然
る
に
各
生
産
物
の
一
軍
位
の
債
値
並
び
に
慣
値
構
成
は
慨
に
(
宮
項
丞
昭
一
)
知
ら
れ
て
ゐ
る

所
で
あ
る
の
従
っ
て
、

衣
期
の
生
産
物
の
慣
値
構
成
は

凶圃

念
。
。
。
.
↑
]
5
P
J
十
ご
2
3
2
-川
川

(523

圏、]kH()(}へゆ十日uaJ、
l

十一VJPJ、H凶一号()

で
あ
る
は
づ
で
あ
，
Q

j

従
っ
て
、
今
、

実
期
の
生
産
援
張
は
そ
れ
の
行
は
れ
る
営
該
生
産
部
門
の
今
期
の
憐
剰
慣

値
を
以
て
行
は
れ
る
も
の
と
想
定
す
れ
ば
、
第
一
生
産
部
門
に
於
て
は
室
F
+
-
g
p
だ
け
、
第
二
生
産
部
門
中

の
生
活
必
需
品
生
産
部
門
に
於
て
は
]
g
F
、
+
m
E
J
、
だ
け
、

そ
れ
ぞ
れ
業
の
骨
剰
慣
値
を
以
て
生
産
憤
張
に
ゐ
て

ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
期
の
生
産
物
の
慣
値
所
分
並
び
に
そ
れ
に
謝
す
る
購
買
力
の
出
所
を
調
照
す
れ

ぱ目
、

同園

品{)号03+を
}()hvf+]『A)守

rJ+](}(}hFJJ+3-宝
'
-
日

hH宝
石

f+AH『)号hF2+-HH(}()内崎、十]{)苧hTu、十日(}号ヘ、

園
、
-
8
3
♂
、
十
三
Z
J
、
ー
で
お
苛
ヘ
十
日
U
Y
J
、
I
T

凶苧-3rヘH-32-f+=-ZJ十町出
3
4
ヘ
十
日
u
r
v
ヘ
ユ
テ
ペ
、
+
(
3
c
-
f
十
回
g
r
ヘ
+
F
3
f
、
、
)
中

園、、回岳号門司師、、

+
g
r、、

十町三点、H(き{)FJ十回きょ、+印2rヘ、〉刷

と
な
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
資
本
蓄
積
率
の
麗
化
は
何
等
生
産
過
剰
の
必
然
性
テ
俸
は
な
い
」
と
言
ふ
事
は
、

資

蓄

第
三
十
七
巻

第

捜

O 

積

本

Z品

五
五

英昭1怒りに於ては第二部門の資本家でりなぐ、第ー部門の資本家であるが、
それは其の資本の出所が第二部門の除剰償値である事ま妨げなv事を、忘却
してゐるのである。
Benedlkt; a. a. O. S. 877・

高田教授「労働債i直説の吟味JI72頁
Utto Bauer; Dle Akkumul叫 iondes K<l.pitals (Die Neue Zeit， Jahrg. 31. Bd. 1 
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資

積

二
五
六

第

披

O 
四

本

論

第
三
十
七
巻

蓄

資
本
家
の
需
要
比
率
と
勢
働
者
の
そ
れ
と
が
異
る
場
合
に
つ
い
て
色
、
各
生
産
部
門
の
資
本
の
値
債
構
成
が
相
等

し
い
限
り
、
其
の
僅
安
営
す
る
。

唱。B
 
然
ら
ぱ
、
各
生
産
部
門
の
資
本
の
債
仮
構
成
の
相
異
っ
て
ゐ
る
時
に
は
如
何
で
あ
る
か
。

A
-此
の
事
を
明

か
に
す
る
矯
め
に
、
生
産
事
情
並
び
に
次
期
の
一
資
本
の
瞭
張
率
が
]
ヂ
項
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
場
合
、
従
っ
て
、

今
期
の
生
産
物
の
憤
値
構
成
川

.....， 

A
2
3
9

ぺ一ア∞
g
f
一]}石戸
H
8
3

問主比吋山
h
-
u
w

午、、ー十品()叶
E

戸、、
lrJ
日F
h
-
J
t
u
J
肝」に山

問、]凶日山叶
AE--
山市叫ヲ、¥一品
-hrr
，
¥
U
M
1〕
叩

で
あ
る
場
合
、
夫
々
期
の
策
張
宰
が

回一
ν

項
の
場
合
の
如
く
臼
一
日

で
は
な
く
、

H
一
一
日
で
あ
る
と
す
る
ο

害

項

に

於
て
想
定
せ
ら
れ
た
る
如
き
生
産
事
情
及
び
資
本
家
の
需
要
比
率
の
下
に
於
て
孔
お
倍
の
瞭
張
再
生
産
が
行
は
れ

る
矯
め
に
は
、

z
u
H
(乱
ZI
防十一ふヴ向日+品工乙民十
Z
H
J
N
Z
u
、u
u
z己
主

日

(
h
Z
凶十主ー
ω

十山
I
U
z
-
-
-
Z
ω
H
斗
お
r

Z

H
九万』

で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
、

五
に
想
定
さ
れ
て
ゐ
る
如
〈
共
々
期
か
ら
日
一

ω
倍
の
菰
張
再
生
産
が
議
想
さ
れ
て
ゐ

る
左
す
る
な
ら
ば
、

次
期
は
此
の
割
合
で
生
産
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

所
で
、

究
期
の
生
産
の
清
め
の
生
産
手
段

は
、
嚢
に
示
さ
れ
た
様
に
室
事
で
あ
る
。
従
っ
て
、
昨

4
1
2
ユP
H
E
c
-
-

で
あ
る
。
従
っ
て
、
♂

H
g
g
p
L
E
印

z
d
H
2
E・2

で
あ
る
。
然
る
に
各
生
産
物
の
一
軍
位
の
生
産
債
格
並
び
に
生
産
債
格
構
成
は
既
に

(E
項
委
照
)
知

ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
あ
。
従
っ
て
次
期
の
生
産
物
の
債
格
構
成
は
、

ー
点
目

AFC-3+
巴吋品一ヂ、国十】回日印串
E
-
H
E
E
-
-

園、
H
U
U
辛子ヘ

l

十町田
U

7

ヘ+品与品
U
E
ヘH
u
h

山区一中山

園、、
MJ
可申目。ヘ、ー十
2
E
J
、、!十日ミ∞
E
ヘ、
u
品戸∞=

Nr. 23) S. 835-7とれは後漣の如〈、元来生産カ';0書量化の場舎にワいで、且
つ本稿とは異ワた鞍字を以ワで論ぜられてゐるのであるが、それが、第二部
門の利潤を以で第一部門四生産撰張を郁充ナる問題である勤に於ては、同ー
であるので、こふに書昏改めて参照ナ品。
Renedikt: :l. :1. O. S. 876. 
B田ler;a. a. O. S. 836-7 
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で
あ
る
は
づ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
、
失
期
の
生
産
瞭
張
は
そ
れ
の
行
は
れ
る
営
該
生
産
部
門
の
今
期
の
俸
剰
債

値
を
以
て
行
は
れ
る
も
の
と
怨
定
す
れ
ば
、

第
一
部
門
仁
於
て
は

ιgレ♂+∞∞
E
三
だ
け
、

第
三
部
門
中
の
生
活

必
需
品
生
産
部
門
に
於
て
は
、

S
F、
+
ぉ
・
凶
h
J
、
だ
け
、
賛
津
品
生
産
部
門
に
於
て
は
、
印
い
句
、
十
=
守
肉
、
、
だ
け
、
そ

れ
ぞ
れ
其
の
利
潤
を
以
て
生
産
擁
張
に
あ
て
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
期
の
生
産
物
の
責
上
金
所
分
並
び

に
ぞ
れ
に
劃
す
る
購
買
力
の
出
所
を
封
照
す
れ
ば
、

腔.

ゆ(){}号ご十山岳{)Ivn四十∞∞
F
M
+
叩町出品hvJ十四一白色JH史)()司(】十品(」OKV31ヤ]日目印叶内問、+口町hy目、1T凶吋品目♂とl守
山

hr旬、、

園、】日四回印叶内ヘ1fq印hMnJJ、l十日品目?ヘ十品一NMhvfJ、ー+AZ--J、川議申t-+∞明司VJ+出品凶屯ペヘ+串vw-凶VJ、、lf司(アア正、、ーヤHHhveえ、+(dvvu$r

I、L
c:;:. 
C;:l 

O島-，

、. 
司、目
、工、
，~， 

、. 、.、J

:;11; 
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-
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と
な
る
様
で
あ
り
、
生
活
必
需
品
生
産
部
門
に
於
て
は
M
だ
け
貰
蔑
h
J
賛
津
品
生
産
部
門
に
於
て
は
M
だ
け
供
給

不
足
と
な
る
様
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
此
の
表
式
に
於
て
は
、
生
活
必
需
品
牛
産
部
門
の
費
本
家
は
買
残
り
が
あ

る
に
色
不
拘
、
そ
れ
の
無
い
場
合
L
」
同
様
に
奪
修
品
を
購
入
す
る
色
の
と
な
っ
て
ゐ
る
。
剖
ち
、
必
需
品
生
産
部

門
の
資
本
家
は
、
自
己
生
産
物
中
の
責
残
り
品
の
代
償
に
相
営
す
る
額
だ
け
は
、
自
己
生
産
品
の
貰
上
金
か
ら
で

な
く
(
又
は
、
自
己
生
産
品
の
買
上
金
で
補
充
せ
ら
れ
る
事
な
く
)
全
〈
在
来
の
保
有
貨
幣
を
以
っ
て
、

一
方
的
に

者
修
品
購
入
に
あ
て
る
も
の
と
さ
れ
、
従
っ
て
、
其
の
額
だ
け
貨
幣
は
、
必
需
品
生
産
部
門
か
ら
蒼
修
品
生
産
部

門
へ
流
出
し
た
ま
ま
に
な
る
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
、
斯
〈
の
如
き
事
は
必
然
的
な
事
で
は
な
い
。
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積
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五
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披

寧
ろ
、
貰
残
り
品
に
照
鹿
す
る
利
潤
部
分
は
、
利
潤
と
し
て
取
扱
は
れ
な
い
の
が
普
通
で
あ
ら
う
。
ぞ
こ
で
若
し

さ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
量
の
表
式
中

Y
及
び

V
は
改
め
ら
れ
、

剛
、
]
叫
凶
印
叶
の
ヘ
+
一
}
印
h
r
H
時
、
+
印
品
川
町
田
〈
ヘ
ー
+
串
凶
凶
ト
V
J
J
日
間
叩
・
毘
閥
、
+
帥
・
中
川
∞
g
J
+
∞
∞
E
h
r
J
+
印
前
回
一
言
ヘ
+
怠
・
回
目
Y
ヘ
+
E
C
三
時
、
、
+
同
】
h
v
J
、
、
+

〈
日

N
Z
r
z
g
p帆
「
問
、
+
芯

ωruh)山口
'
T
M
h

剛
、
、
同
区

ω

円、+
E
火
、
十
お
叶
氏
、
4
]
H
P
〈
へ
ん
叶
0
・日
'
u
ミ
日
(
U
N
U

舎
内
戸
+
凶
品
目
印
一
《
目
、
+
三
-
日
'
ヘ
、
)
山
内
山

と
な
る
筈
T
め
旬
、
一
部
ら
生
活
必
需
品
生
産
部
門
に
於
て
寅
購
り
を
牛
一
や
る
事
に
な
る
。
印
ら
此
の
場
合
に
H
F・て

は
、
費
本
蓄
積
率
の
種
化
に
よ
っ
て
必
然
的
に
生
産
過
剰
が
生
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
此
の
際
、
必
需
品
生
産
部

門
に
生
産
過
剰
を
見
た
の
は
衣
々
期
の
資
本
蓄
積
率
の
増
加
に
よ
っ
て
然
ら

Y
る
時
よ
り
も
増
加
需
要
さ
れ
る
事

に
な
る
所
の
資
本
構
成
財
の
生
産
部
門
の
資
本
の
卒
均
的
技
術
構
成
は
、
減
少
需
要
8
れ
る
事
に
な
る
所
の
財
の

生
産
部
門
の
そ
れ
よ
り
色
、
比
較
的
高
扱
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
反
封
の
場
合
に
は
反
封
に
な
る
。
我
々
は
韮

で
は
箪
に
二
種
の
消
費
手
段
の
め
る
場
合
に
つ
い
て
我
々
の
問
題
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
若
し
消
費
手
段
が
極
め

て
多
種
で
あ
ち
、
且
つ
、
ぞ
れ
に
闘
す
る
資
本
家
の
需
要
比
率
が
勢
働
者
の
そ
れ
と
異
h
、
又
各
生
産
部
門
の
資

本
の
慣
値
構
成
が
相
異
る

l
l現
買
に
於
て
も
さ
う
で
あ
る
が

l
l場
合
に
つ
い
て
見
る
と
す
る
な
ら
ば
、
同
様

の
理
由
に
よ
り
、
費
本
蓄
積
率
の
麓
化
は
諸
多
の
生
産
部
門
に
於
て
生
産
過
剰
を
伴
ふ
事
と
な
る
で
あ
ら
う
。
勢

働
者
又
は
費
本
家
同
志
の
需
要
比
率
が
相
互
に
異
る
事
、
及
び
そ
れ
が
聾
化
す
る
事
、
は
、
斯
う
し
た
生
産
遁
剰

を
愈
々
贋
範
固
な
ら
し
め
る
で
あ
ら
う
。

C' 

C
項
の
銑
過
に
際
し
遮
ぺ
た
所
の
理
由
に
よ
り
、
我
々
は
今
や
、
生
産
手
段
の
種
類
が
二
種
で
あ
り
、
消

~論此8場合にも、何等か一部門白蓄積率が輿~られ、 1也の部門白蓄積率が
それから算出される蓄積率に従ワて蓄積ナるものとナれi官、資本蓄積は一際
は行はれ得るものとなるが、斯しては、結局、負般の生産干負毅の消費宇が
行はれねばならぬ事になる下合理に陥るので、英E 駐は、とふでは深!(燭れ
ぬ。
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費
手
段
の
種
類
が
一
種
で
あ
る
場
合
に
つ
い
で
、
我
々
の
問
題
を
分
析
す
る
。

仇
此
の
場
合
に
も
、
各
生
産
部
門
の
資
本
の
債
値
構
成
の
相
等
し
い
場
合
と
相
異
れ
る
場
合
と
の
一
三
つ
の
場

合
に
分
ち
得
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
相
等
し
い
場
合
に
於
て
も
慨
に
我
々
の
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
る
問
題
が

提
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
各
生
産
部
門
の
資
本
の
債
値
構
成
の
相
異
れ
る
場
合
は
、
以
上
に
於
て
我
々
の
展
開
せ

し
所
及
び
此
の

P
、
項
に
於
て
展
開
す
べ
き
所
以
上
に
は
何
等
問
題
を
提
供
し
な
い
。
従
っ
て
悲
で
は
専
ら
、
各

生
産
部
門
の
費
本
の
債
値
構
成
の
相
等
し
き
場
合
の
み
や
-
取
扱
ム
に
止
め
る
。
即
ち
今
、
生
産
事
情
並
び
に
女
期

の
資
本
の
腕
張
容
が

P
項
の
そ
れ
と
同
一
戸
一
あ
る
場
合
.
従
つ
亡
、
生
産
物
の
慣
値
構
成
が

圏、、】
3
2
2

淳、、十同吋同叶〈ミ'ヤゆ叶同∞
E

、、日】岳山口#

問、同司
(
3
H
F

、十日『凶叶
u
r
J

、+吋同一叶日
5
・、日曲目由山由

同
一
戸
山
U
む
の
同
+
い
叶

hrJ+uwh印
E
凶

H
M
M出
む

で
あ
る
場
合
、
夫
々
期
の
生
産
蹄
張
率
が

P
項
の
場
合
の
如
〈
ロ
一
日
で
な
く
、
日
一
刊
で
あ
る
と
す
る
。

P
項

の
場
合
想
定
せ
ら
れ
た
る
如
き
生
産
事
情
の
下
に
於
て
口
一
日
倍
の
旗
張
再
生
産
が
行
は
れ
る
矯
め
に
は
、
♂
H
(山
首
-

+
抽
♂
)
詐
∞
鴨
川
叩
ZZhu---rリ
詐
3

3

J帥
主
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
、
悲
に
想
定
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
次
々

期
か
ら
日
目
倍
の
蹟
張
再
生
産
が
強
想
さ
れ
て
ゐ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
失
期
は
此
の
割
合
で
生
産
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
所
で
、
衣
期
の
生
産
の
矯
め
の
第
一
種
類
の
生
産
手
段
は
、
嚢
に
一
不
さ
れ
た
様
に
、
会
8

2

で
あ
〆
る
。
従
っ

て、抽羽目+抽出闘

L
g∞
・
司
で
あ
る
。
徒
っ
て
、

-
F
L∞g
z
M
L耳
目

3
u
g
g
凶
ぞ
め
る

J

然
る
に
各
生
産
物
の
一
軍

位
の
債
値
並
び
に
債
値
構
成
は
慨
に

(P
項
塞
照
)
知
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
従
っ
て
、
失
期
の
生
産
産
の
債

値
構
成
は
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第
二
放

O 
入

目、自国c-r、+白{)司J、+∞CCEM、
nお
き

間同印∞司∞♂+控訴'吋，J↑日UF45umumw∞号EM

で
あ
る
は
づ
で
あ
る
つ
従
っ
て
、
今
、
夫
期
の
生
産
蹟
張
は
そ
れ
の
行
は
れ
る
営
該
生
産
部
門
の
今
期
の
傍
剰
債

値
を
以
て
行
は
れ
る
も
の
と
想
定
す
れ
ば
、
第
一
種
類
の
生
産
手
段
の
生
産
部
門
に
於
て
、
H
E
-
-
由
h
v
f
、
+
4
M
-
Eぺ
ピ

け
、
第
一
一
種
類
の
生
産
手
段
の
生
産
部
門
に
於
て
芯

-
Fヘ
J
l
z
-
ピ
ペ
、
だ
け
、
消
費
手
段
生
産
部
門
に
於
て

2
2
3十

日
「
P
J
r
け
、
そ
れ
ぞ
れ
其
の
斡
剰
償
値
を
以
て
生
産
購
張
に
あ
一
て
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
、
責
雄
日
聞

に
照
騰
す
る
利
潤
都
分
は
資
本
裁
の
自
己
的
殺
に
営

τら
れ
か
、
い
も
の

2
す
れ
ば
(
町

A

思
惑
腕
)
、
斗
期
的
生
産
物

の
債
値
所
分
と
今
期
の
生
産
物
に
劃
す
る
購
買
力
の
出
所
と
の
封
照
表
式
は
、

同、凶ucq-T11十回坦{}由hvf、+吋回一叶白日トピス+4UH4pf、ー十日白川町晶一よ、HNOCU】♂、ーナHUG-uhvoH、+HCG{}申♂、、ー十4u・由vr、、

問、、HOD--r、、+叶MPVA~、ー十回吋一円叫，J、、+】∞同ivJ、、十回日目凶串Ff、、+A甲山戸由H】印(}CJ+∞
a-
∞hvou+晶喧・申

同】印号。♂+∞由-∞hv♂+臼叶内
y
d
十回目回目vJ+凶白白・巴JU-HM山吋・日J、+4日

-
U

『号、目、+出品印・宮内田、ー十回吋M・4f、、ー+同∞凶hvJ、、ー十】臼回全よ、、+円引印♂+

回目叶hvF『
T

凶岱岳山
ra

-、、同】岳山-URUヘ、+ω
口

()-uf、、+日G号由E-、、U]吋品町田

と
な
る
筈
で
あ
り
、
第
二
種
の
生
産
手
段
の
生
産
部
門
に
於
て
頁
獲
り
を
生
や
る
事
に
な
あ
。
卸
ち
此
の
場
合
に

於
て
は
、
資
本
家
の
需
要
比
率
と
勢
働
者
の
ぞ
れ
と
が
相
等
し
く
、
又
.
各
生
産
部
門
の
費
本
の
債
値
構
成
が
相

等
し
い
に
も
か
〉
は
ら
子
、
資
本
蓄
積
率
の
鍾
化
に
よ
っ
て
、
生
産
過
剰
が
生
じ
て
ゐ
る
。
此
の
際
、
第
二
種

の
生
産
手
段
の
生
産
部
門
に
於
て
貰
残
り
を
生
じ
た
の
は
、
次
々
期
の
責
本
蓄
積
率
の
増
加
に
よ
っ
て
然
ら

F
る

時
よ
り
も
増
加
需
要
さ
れ
る
事
に
な
る
所
の
資
本
構
成
財
の
生
産
に
際
し
て
、
第
二
種
の
生
産
手
段
が
、
減
少
需



反
調
の
場
合
に
は
民
勢
に
な
る
。
我
々
は
悲
で
は
車
に
二
種
の
生
産
手
段
し
か
な
い
場
合
に
つ
い
・
て
我
々
の
問
題

を
見
た
の
で
あ
る
が
、
若
し
生
産
手
段
が
極
め
て
多
種
で
あ
り
、
且
つ
、
各
種
の
生
産
物
の
生
産
に
要
す
る
生
産

手
段
の
比
率
が
相
異
る

l
l現
買
に
於
て
色
さ
う
で
あ
る
が
|
|
場
合
に
つ
い
て
見
る
と
す
る
な
ら
ば
、
同
様
の

理
由
に
よ
り
、
資
本
蓄
積
率
の
捷
化
は
必
然
的
に
諸
多
の
生
産
部
門
に
於
て
生
産
遇
制
を
件
ふ
事
と
な
る
で
あ
ら

う
。
且
又
、
本
項
に
於
て
は
、
町
項
の
諸
事
情
を
捨
象
し
た
の
で
あ
る
が
、
若
し
そ
れ
を
も
併
せ
考
慮
す
る
な
ら

ば
、
責
本
蓄
積
率
の
擾
化
は
、
必
然
的
に
、
ま
す
ま
す
多
〈
の
生
産
部
門
に
於
い
て
生
産
遇
制
を
伴
ふ
所
以
が
明

か
と
な
る
で
あ
ら
う
。結

論

叫
上
ド
於

τ私
は
.
資
本
蓄
積
率
@
麓
化
止
生
産
温
剰
@
畿
生
と
の
関
係
を
し
ら
パ
、
一
定
mw
也
定
酌
場
合
。
一

下
に
於
て
は
資
本
蓄
積
率
の
麓
化
は
必
然
的
に
は
決
し
て
生
産
過
剰
を
件
ふ
も
の
で
は
な
い
が
.
想
定
'
伊
ニ
歩
現

買
に
近
づ
け
て
見
る
な
ら
ば
そ
れ
は
必
然
的
に
生
産
過
剰
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
る
事
が
明
か
に
な
る
事
を
示

し
、
従
来
、
責
本
蓄
積
率
の
麓
化
は
必
然
的
に
は
決
し
て
生
産
過
剰
を
件
は
な
い
左
論
ぜ
ら
れ
し
場
合
、
業
の
所

論
は
、
買
は
、
正
に
責
本
蓄
積
率
の
盤
化
が
必
然
的
に
は
決
し
て
生
産
過
剰
を
伴
は
な
い
様
な
特
殊
の
場
合
に
つ

い
て
得
ら
れ
た
結
論
を
一
般
化
す
る
誤
謬
に
陥
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
.
又
、
従
来
、
資
本
菩
積
率
の
襲
化
は
必
然

的
に
生
産
過
剰
を
伴
ふ
と
論
ぜ
ら
れ
し
場
合
、
業
の
所
論
の
多
〈
の
も
の
は
、
買
は
、
正
に
資
本
蕎
積
率
の
時
理
化

が
必
然
的
に
は
決
し
て
生
産
過
剰
を
伴
は
な
い
様
な
特
殊
の
場
合
に
於
て
も
敢
へ
て
そ
れ
が
伴
ム
事
を
論
謹
し
ゃ

う
と
し
て
無
理
を
す
る
誤
謬
に
陥
っ
て
ゐ
る
事
を
指
摘
し
た
。
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ぞ
れ
は
と
に
か
く
、
以
上
に
於
て
私
は
結
局
、
資
本
蓄
積
率
の
盤
化
は
必
然
的
に
生
産
過
剰
を
生
ぜ
し
め
る
も

の
で
あ
る
事
を
論
聾
し
た
の
で
あ
る
が
、
斯
く
し
て
生
や
る
所
の
生
産
過
剰
は
果
し
て
何
を
意
味
し
得
る
で
あ
ら

う
か
。
斯
く
し
て
生
や
る
所
の
生
産
過
剰
が
一
般
的
過
剰
生
産
に
轄
化
す
る
事
が
あ
り
得
る
事
、
従
っ
て
、
恐
慌

を
生
ぜ
し
め
る
事
が
め
り
得
る
事
、
そ
れ
は
今
夏
ら
論
及
す
る
迄
も
な
く
、
明
か
で
あ
る
。
問
題
は
、
ぞ
れ
が
恐

慌
を
生
ぜ
し
め
る
事
が
め
り
得
各
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
恐
慌
を
必
然
的
に
生
せ
し
め
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

卑
見
に
よ
れ
ば
‘
以
上
論
聾
さ
れ
た
所
の
生
産
過
剰
の
必
熱
性
は
、
恐
慌
の
慌
大
せ
る
寅
在
的
可
能
性
を
意
味

し
は
す
ぶ
り
れ
ど
も
、
武
打
、
部
慌
の
、
能
っ
て
一
般
的
過
剰
生
産
の
.
必
然
性
を
意
味
し
特
な
レ
ゃ
伺
と
な
れ

ば
、
そ
こ
に
於
て
論
謹
8
れ
た
過
剰
生
産
は
部
分
的
の
で
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
而
も
蓄
積
率
の
麓
化
は
現
貨
の
祉
曾

的
生
産
に
於
げ
る
日
常
事
で
あ
り
、
今
年
貢
残
り
を
生
じ
た
生
産
部
門
は
来
年
は
生
産
を
控
え
る
事
に
よ
っ
て
今

年
の
責
残
り
品
を
も
寅
捌
〈
事
を
努
め
得
る
で
あ
ら
う
し
、
そ
の
事
は
勿
論
又
他
の
部
門
に
於
け
る
買
残
り
を
誘

接
す
る
事
と
な
る
で
も
あ
ら
う
が
、
或
は
此
慮
で
或
は
彼
慮
で
、
或
は
比
較
的
多
〈
或
は
比
較
的
少
く
貰
残
り
品
が

生
滅
し
生
産
の
規
模
が
伸
縮
せ
ら
れ
る
と
言
ふ
事
は
、
現
賓
の
世
曾
的
生
産
に
於
け
る
日
常
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

ぞ
れ
に
よ
っ
て
始
め
て
現
買
の
世
曾
的
生
産
が
停
滞
無
〈
行
は
れ
得
る
所
の
、
現
貫
の
世
曾
的
生
産
上
の
安
全
耕

で
も
あ
り
得
る
。
勿
論
斯
か
る
不
調
和
が
一
定
の
程
度
に
達
す
る
と
、
資
本
主
義
祉
舎
に
於
て
は
、
そ
れ
は
恐
慌

左
な
る
の
で
あ
る
が
、
新
か
る
不
調
和
の
必
然
性
の
論
語
か
ら
は
未

r、
そ
れ
が
恐
慌
と
な
る
程
度
に
遣
す
べ
き

必
然
性
は
輿
へ
ら
れ
な
い
。
然
ら
ぱ
、
恐
慌
の
必
然
性
は
何
慮
か
ら
来
る
か
。
在
は
近
〈
此
の
問
題
に
闘
す
る
皐


